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第11回常任理事会

日　時　　令和元年８月６日（火）18：00～ 19：54

場　所　　北海道医師会館９階・理事会室

出席者　　長瀬会長、深澤・藤原・佐古各副会長、

北野・三戸・目黒・水谷・山科・岡部・

伊藤・生駒・笹本・櫻井・青木・荒木各

常任理事、藤瀬・篠島・外園各監事

（事務局：安達局長ほか11名）

協議事項

第１号　北海道医師会各部会・委員会委員の委嘱に

関する件（目黒常任理事）

　各郡市医師会および医育機関医師会等から推薦を

受けた各部会・委員会委員を名簿一覧（一部未定を

含む）のとおり委嘱することと決定。

第２号　表彰選考委員会委員・育英資金運営委員会

委員の委嘱に関する件（目黒常任理事）

　表彰選考委員会委員８名および育英資金運営委員

会委員13名を委嘱することと決定。

第３号　第２回郡市医師会長協議会［11月10日（日）］

の開催に関する件（目黒常任理事）

　11月10日（日）午前10時から北海道医師会館にお

いて標記会議を開催することと決定。

第４号　北海道医師会創立72周年記念行事［11月10

日（日）］の開催に関する件（目黒常任理事）

　11月10日（日）午後１時30分から札幌グランドホ

テルで開催する記念講演、記念式典、記念祝賀会の

日程と次第を決定。

第５号　日本医師会生涯教育講座等の認定に関する

件（櫻井常任理事）

　申請のあった日医生涯教育講座16件を承認するこ

とと決定。

第６号　第４回理事会［８月24日（土）］の議案に

関する件（目黒常任理事）

　８月24日（土）午後４時から北海道医師会館で開

催する標記会議の提出議題を決定。

第７号　その他

⑴　第５回理事会（移動）［10月13日（日）･北見市］

の開催スケジュールに関する件（目黒常任理事）

北海道医師会館９階理事会室

　第５回理事会の開催日程について承認決定。

報告事項

１．第21回日本医療マネジメント学会学術総会［７

月19日（金）～ 20日（土）］について（青木常任理事）

　地域医療機能推進機構中京病院・絹川院長が学会

長となり、名古屋国際会議場において「私たちの働

き方改革－良質で成熟した日本の医療をめざして

－」をメインテーマに開催された。基調講演、会長講

演、招待講演、特別講演、教育講演、シンポジウム等に

加え、市民公開講座等が行われた。参加者は約3,000

名であった。次回は来年６月26日（金）～ 27日（土）

に、済生会滋賀県病院・三木院長を学会長として、

京都市勧業館みやこめっせにおいて開催予定。

２．マスギャザリング災害（CBRNEテロ含む）対策

セミナー［７月25日（木）・日医］について

（目黒常任理事）

　標記セミナーが都道府県医師会救急災害医療担当

理事連絡協議会を兼ねて開催された。はじめに日医・

石川常任理事から「各地域におけるマスギャザリン

グ対策の実情と本セミナーの狙い」について説明が

あった後、日医救急災害医療対策委員会・山口委員

長（杏林大学高度救命救急センター長）、同委員会・

田邉委員（救急振興財団救急救命東京研修所教授）、

元気会横浜病院・箱崎院長（元自衛隊中央病院第一

内科部長）から、大規模イベントのリスクやマスギ

ャザリング（CBRNEテロ含む）災害の基礎知識、

基本対処法に関する講義が行われた。その後、２種

類の訓練用ターニケットを使用した止血法の実習を

行った。参加者は97名であった。

３．北海道医療･福祉関係職能団体等意見交換会［７

月26日（金）］について（水谷常任理事）

　医療・福祉関係に関わる職能団体に、それぞれの

立場から発言いただき意見交換をすることを目的

に、年２回開催している。今回は35団体73名が参集

し、日本精神科看護協会北海道支部から「専門性を

活かす私たちの取り組み」をテーマに話題提供をい

ただいた後、意見交換を行った。次回の第２回目

は、全国病院理学療法協会北海道地方会・北海道理

学療法士会・北海道作業療法士会・北海道言語聴覚

士会・北海道視能訓練士勉強会・日本義肢協会北海

道支部で構成するグループの話題提供担当により開

催予定。

４．第15回男女共同参画フォーラム［７月27日（土）・

仙台市］について（水谷常任理事）

　宮城県医師会の担当で「男女共同参画のこれまで

とこれから－さらなるステージへ－」をメインテー

マに開催された。基調講演は、東北大学加齢医学研

究所遺伝子発現制御分野・本橋教授から「酸化スト

レス応答と健康長寿と介護」をテーマに行われ、自

身が現在の道を歩むことになったきっかけや、仕事

と子育て、介護を通じて老人研究の必要性を感じて

いるとの話があった。日医男女共同参画委員会、女
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性医師支援センターからの報告の後に引き続き行わ

れたシンポジウムでは、５名のシンポジストがそれ

ぞれの立場から講演を行った後、第15回男女共同参

画フォーラム宣言が採択された。参加者は276名で

あった。次回は、来年５月23日（土）、大分県医師

会が担当で開催予定。

５．第32回全国有床診療所連絡協議会総会［７月27

日（土）～ 28日（日）・高崎市］について

（伊藤常任理事）

　群馬県医師会・須藤会長が総会会長となり「個性

あふれる有床診～今こそ、“かかりつけ医”の活躍

を！～」をメインテーマに開催された。１日目は、

はじめに総会が行われ、日医・横倉会長（代理：中

川副会長）に対し、①有床診療所の機能強化のため

の診療報酬引き上げ、②有床診療所における働き方

改革推進への支援、③施設承継時の相続問題の解消

について要望がなされた。その後、日医総研研究部・

江口専門部長から「地域の医療介護ニーズと有床診

療所」、有床診療所の活性化を目指す議員連盟事務

局長・冨岡衆議院議員から「遠隔医療と有床診療所」、

厚生労働省健康局・宇都宮前局長から「地域包括ケ

アと有床診療所」をテーマに講演が行われた。２日

目は、日医・横倉会長から「日本医師会の医療政策

～健康な社会を作ろう～」と題した講演が行われた

後、本総会のメインテーマを基にシンポジスト４名

によるシンポジウムが行われた。参加者は266名で

あった。次回は、来年９月12日（土）～ 13日（日）、

徳島市において「2020令和に踊る！地域に寄り添い

共に暮らす有床診療所～事業継続への取り組み～」

をメインテーマに開催予定。

６．令和元年度北海道医師会賞受賞者選定委員会［７

月30日（火）］について（櫻井常任理事）

　札幌市医師会、北海道大学医師会、札幌医科大学

医師会、旭川医科大学医師会より推薦のあった今年

度の北海道医師会賞受賞候補者８名について審査を

行った（選定委員長：旭川医科大学・吉田学長）。

慎重審議の結果、８名全員を受賞者に決定した。

７．医育ブロック会議 ［７月30日（火）］について

（目黒常任理事）

　三医育機関学長・病院長等の出席のもと「医師の

働き方改革について」をテーマに藤井常任理事から

話題提供の後、意見交換を行った。

８．外部各委員会報告

⑴　第１回北海道の医療機関における電波利用推

進協議会［７月22日（月）］について

（岡部常任理事）

　電波環境協議会（EMCC）医療機関における

電波利用推進委員会の活動状況報告があった

後、令和元年度の活動計画（案）のハンズオン

支援や、今後予定されている医療分野における

電波の安全性に関するセミナー（仮称）、アン

ケート調査などについて説明があった。

⑵　第１回道央ドクターヘリ運航調整委員会［７

月26日（金）］について（目黒常任理事）

　委員長には小職、副委員長には札幌医科大学・

成松教授が指名された。事務局から2018年度の

道央ドクターヘリ運航実績（速報値）および北

海道ドクターヘリ安全管理委員会の設置につい

ての報告があった後、2018年度の道央ドクター

ヘリ運航実績報告書の作成方法およびドクター

ヘリ運航要領の一部改正について協議した。

⑶　第１回道東ドクターヘリ運航調整委員会［７

月30日（火）］について（青木常任理事）

　委員長に釧路市医師会・久島会長、副委員長

には社会医療法人孝仁会・齋藤理事長、市立釧

路総合病院・髙平院長、釧路市消防本部・䑓丸

谷消防長がそれぞれ指名された後、各部会の

部会長を選任した。その後、運航要領の改正

（案）について協議し了承された。事務局からは、

2018年度の道東ドクターヘリ運航実績、役員会・

部会等の開催状況、北海道ドクターヘリ安全管

理委員会等について報告があった。

⑷　北海道公衆衛生協会第１回常任理事会［７月

30日（火）］について（藤原副会長）

　専門部会担当事項および部会委員の変更、

2019年度北海道公衆衛生協会賞等について審議

した後、11月30日（土）に札幌保健医療大学で

開催予定の第71回北海道公衆衛生学会につい

て、協議した。

⑸　第１回北海道がん対策推進委員会［８月１日

（木）］について（長瀬会長）

　委員長に小職、副委員長に加藤委員（北海道

がんセンター院長）を互選により選出した。そ

の後、北海道がん対策推進計画における昨年度

の進捗状況（がんの１次予防・２次予防、がん

登録、がん教育など）および今年度の主な取組

について事務局から報告があった。あわせて、

北海道受動喫煙防止条例（仮称）制定までのス

ケジュールについて、事務局から報告があった。

９．各部報告

⑴　「医師確保計画」「外来医療計画」に関するア

ンケート調査について（笹本常任理事）

　日医の地域医療対策委員会より意見聴取依頼

があった標記の件に関して、現時点での意見を

集約し報告した。今後は８月21日（水）の地域

医療対策委員会で小職より報告予定。

⑵　「北海道がんサミット2019」［９月14日（土）・

札幌プリンスホテル国際館パミール］について

（笹本常任理事）

　小職より、開催案内を行った。

10.その他

⑴　北海道議会新庁舎完全禁煙を要請する要望書

手交について（長瀬会長）

　来年１月完成予定の北海道議会新庁舎を完全禁煙
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とするよう、北海道知事、村田議長、高橋副議長な

らびに自民党・道民会議の佐々木議員会長をはじめ

全５会派の代表に対し、道民の健康を守る立場から

要望書を手交した。

道総医協関連事項（深澤副会長）

１．第58回総会 ［７月23日（火）］について

（深澤副会長）

　委員の委嘱状況の報告、３専門委員会（救急医療・

地域医療・地域保健）について昨年度の協議実施状

況の報告があった。その後、各専門委員会委員の指

名および今年度の協議予定事項について確認した。

２．第３回地域医療専門委員会［７月23日（火）］

について（佐古副会長）

　全体会および４小委員会等（看護対策・周産期医

療検討・医療施設整備等検討・在宅医療）の委員構

成ならびに本年度の協議事項の説明があり、了承さ

れた。また、外来医療計画の方向性とスケジュール、

地域医療構想の取組状況ならびに医師確保計画の現

時点での協議状況の説明があったほか、周産期医療

検討委員会に小児医療関係者を委員として追加し、

周産期・小児医療検討委員会とすることの説明があ

り、了承された。

３．第１回地域保健専門委員会［７月23日（火）］

について（藤原副会長）

　委員長には小職、副委員長には当会常任理事の生

駒委員（北大）が指名され、その後、各小委員会の

委員を指名した。また、難病対策小委員会での協議

内容の報告後、難病診療連携拠点病院として北海道

医療センターを、難病協力病院として札幌医科大学

を選定した。なお、小児慢性疾患の児童が成人後も

適切に医療を受けられるよう、小児期および成人期

の医療従事者間の連携支援などの支援体制を整備す

る移行期医療支援体制については、先進的な事例を

収集するとともに、小児科医療機関のニーズ等を把

握するための実態調査の実施について、引き続き検

討することとした。

４．第１回救急医療専門委員会［７月23日（火）］

について（青木常任理事）

　委員長には小職、副委員長には札幌医科大学・成

松教授が指名された後、各小委員会の委員を指名、

今年度の各小委員会の協議事項について了承した。

事務局からはメディカルウイング、ドクターヘリの

運航実績、小児救急医療体制の整備、災害医療体制

の整備等について報告があった。

第４回理事会

日　時　　令和元年８月24日（土）16：00～ 18：08

場　所　　９階理事会室

出席者　　長瀬会長、深澤・藤原・佐古各副会長、

北野・三戸・目黒・水谷・山科・岡部・

伊藤・生駒・笹本・荒木各常任理事、松

家・立石・恩村・文屋・山下・稲葉・久

島各理事、藤瀬・篠島・外園各監事、井

門副議長、藤根日医委員、鈴木日医委員

（事務局：安達事務局長ほか12名）

１．開　　会

２．会長挨拶

３．報告事項

⑴　日医理事会報告（長瀬会長）

　令和２年度医療に関する税制要望の件、中医

協の件、マイナンバーカードの健康保険証利用

に関する協議会幹事会の件、第21回厚生科学審

議会予防接種・ワクチン分科会研究開発及び生

産・流通部会の件等の報告と、日本医師会設立

72周年記念式典並びに医学大会被表彰者選考の

件、全国医師会・医師連盟医療政策研究大会開

催の件等につき協議した。また事前の理事打合

会において、地域医療構想と地域医療介護総合

確保基金について、スマホ診療の広告について、

令和２年度診療報酬改定に向けて、福岡県医師

会「外国人看護師候補者資格取得支援事業」に

ついて、北海道議会新庁舎を全面禁煙とする要

望についての意見交換を行った。理事会の詳細

については日医ニュース等を参照されたい。

⑵　日医各委員会報告

１）広報委員会［４月18日（木）、６月20日（木）］

について（山科常任理事）

　小冊子『禁煙は愛』の改訂版や日本医師会

赤ひげ大賞の推薦要領の変更点、日医君を使

ったLINEスタンプの制作、日医ホームペー

ジ内「国民皆保険に関するコーナー」の新設

等について報告があった。また、日医発行『健

康ぷらざ』のテーマや、広報活動に関するア

ンケート調査を踏まえた日医の対応等につい

て協議を行った。

２）男女共同参画委員会［５月24日（金）］に

ついて（藤根日医委員）

　日医女性医師支援センター事業の登録者数

や就業成立数の増加が見られることが報告さ

れた。その後、会長諮問に関し、医師の時間

外労働の上限に対する懸念や、さまざまなラ

イフイベントを抱えつつ自らの研鑽のため時

間外勤務も必要とされる若手医師の支援につ

いて意見交換を行った。また、日医総研ワー

キングペーパーにて、女性医師の働き方の現

状と課題についてインタビュー調査を行った

結果がまとめられ、労働法制への理解が進ん

でいないことや誤解により、医師の勤務流動

性に対応できていないこと等が報告された。

３）有床診療所委員会［５月30日（木）、７月

18日（木）］について（岡部常任理事）

　５月30日（木）の委員会では、中間答申素
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案について協議および検討を行い、その後、

日医総研・江口専門部長から2019年有床診療

所の現状調査（第６回）案について説明がな

された。７月18日（木）の委員会では、最終

答申の論点等について協議を行った。

４）母子保健検討委員会［６月５日（水）、８

月１日（木）］について（三戸常任理事）

　６月５日（水）の委員会では、会長諮問「次

世代を見据えた母子保健の充実強化に向け

て（妊産婦健診の在り方、乳幼児健診の標準

化等）」についてフリートーキングを行った。

８月１日（木）の委員会では、来年２月16日

（日）に開催する母子保健講習会テーマを「す

こやか親子21（第二次）の活動と課題：中間

評価結果から見えて来たわが国の母子保健」

とし、プログラム案を協議した。さらに、会

長諮問についてフリートーキングを行った。

５）産業保健委員会［６月６日（木）］について

（生駒常任理事）

　各都道府県・郡市区医師会の産業医（部）

会の設置状況や、活動実態について調査する

ためにアンケートを実施し、日医が進めてい

る産業医活動の組織化に向けた資料とするこ

とや、産業医民間紹介事業者の取組みについ

て報告があった。

６）健康食品安全対策委員会［６月13日（木）］

について（山下理事）

　本委員会は、委員長に東京都医師会・尾﨑

会長、副委員長に山形県医師会・神村副会長

が指名され、会長諮問１．「健康食品安全情

報システム事業の運営及び充実」、２．「医療

情報・健康情報との接し方を含めた、いわゆ

る健康食品や国民生活のあり方」について協

議を行うものである。６月13日（木）の委員

会では、日本薬剤師会・村松常務理事から「医

薬品形状の機能性表示食品を対象とした崩壊

試験調査事業」、東京都健康安全研究センタ

ー食品医薬品情報担当・小川課長から「東京

都における健康食品対策」について講演があ

った後、健康食品安全情報システム事業につ

いて、情報提供１件の審議と本事業の取組強

化策について検討を行った。

７）医療関係者検討委員会［６月20日（木）］

について（北野常任理事）

　「准看護師の活用推進と今後の対策」およ

び「医療・介護人材の国際化の流れについて」

の２点に関し、答申に向けた論点整理を行っ

た。前者では、養成所への入学資格を高校卒

業程度とすることや、准看護師資格の国家資

格化、制度の抜本的見直しの是非、養成所の

経営等について、後者では、外国人の医療・

看護人材への対応につき、それぞれフリート

ーキングを行った。

８）医師会共同利用施設検討委員会［７月12日

（金）］について（伊藤常任理事）

　会長諮問「医師会共同利用施設の意義とこ

れからの方向性」について、答申に向けた項

目の検討を行い、その後、医師会共同利用施

設設立状況等調査結果の報告があった。

９）外国人医療対策委員会 訪日外国人に関す

るワーキンググループ［７月18日（木）］に

ついて（伊藤常任理事）

　医療通訳やワンストップ窓口の設置など、

外国人医療対策委員会で検討する事項につい

て確認した。その後、事務局よりキャッシュ

レス推進協議会が設置している「医療機関に

おけるキャッシュレス普及検討」の協議内容

等について報告があった。

10）警察活動等への協力業務検討委員会［７月

24日（水）］について（鈴木日医委員）

　委員長に岐阜県医師会・小林会長が指名さ

れ、委員会の進め方や論点等について意見交

換が行われた。その後、事務局より連絡協議

会・学術大会の開催日時等、今後のスケジュ

ール説明があった。

11）地域包括ケア推進委員会［７月31日（水）］

について（水谷常任理事）

　産業医科大学・松田教授より「データから

考える地域包括ケア」をテーマに講演があっ

た。その後、日医・江澤常任理事より「介護

政策の最新動向」に係る外部審議会などの審

議状況について報告があり、意見交換を行っ

た。

12）労災・自賠責委員会［８月９日（金）］に

ついて（深澤副会長）

　日本損害保険協会および損害保険料率算出

機構と意見交換を行い、自賠責診療費算定基

準の制度化、医療費の一括払い請求、JA共

済に関する情報等について確認した。また、

各都道府県で開催している自賠責研修会につ

いて、調査事務所の講演では、後遺障害の定

義や後遺障害診断書の作成の留意点について

説明するよう要望した。さらに、委員会審議

として、高齢労働者の労災補償、次期労災診

療費算定基準の改定等について検討した。

13）地域医療対策委員会［７月19日（金）、８

月21日（水）］について（笹本常任理事）

　７月19日（金）の委員会では、医師確保計

画策定ガイドラインおよび外来医療計画策定

ガイドラインについて説明があった。次の８

月21日（水）の委員会では、医師確保計画な

らびに外来医療計画に関するアンケート調査

の結果を小職より報告し、その後両ガイドラ

インについて意見をまとめた。
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４．承認事項

⑴　役員会務分担について（長瀬会長）

　14部の部長、副部長および各部の担当役員な

らびに理事会に設置されている小委員会委員の

就任について承認決定。

⑵　母体保護法指定医師審査委員会委員・不服審

査委員会委員の委嘱について（三戸常任理事）

　母体保護法指定医師審査委員11名、同不服審

査委員７名を委嘱することを承認決定。

⑶　外部各委員会等委員の変更について

（三戸常任理事）

　役員会務分担の変更に伴い、外部委員会委員

も一部変更することを承認決定。

５．協議事項

第１号　北海道医師会各部会・委員会委員の委嘱に

関する件（三戸常任理事）

　各郡市医師会および医育機関医師会等から推薦を

受けた各部会・委員会委員を名簿一覧（一部未定を

含む）のとおり委嘱することと決定。

第２号　表彰選考委員会委員・育英資金運営委員会

委員に関する件（三戸常任理事）

　表彰選考委員会委員８名および育英資金運営委員

会委員12名を委嘱することと決定。

第３号　令和元年度北海道医師会賞受賞者に関する

件（生駒常任理事）

　北海道医師会賞受賞候補者８名を受賞者とするこ

とと決定。

第４号　第２回郡市医師会長協議会［11月10日（日）］

の開催に関する件（三戸常任理事）

　11月10日（日）午前10時から北海道医師会館にお

いて、第２回郡市医師会長協議会を開催することと

決定。

第５号　北海道医師会創立72周年記念行事［11月10

日（日）］の開催に関する件（三戸常任理事）

　11月10日（日）午後１時30分から札幌グランドホ

テルで開催する記念講演、記念式典、記念祝賀会の

日程と次第を決定。

第６号　理事提案事項

　特になし。

第７号　その他

⑴　第５回理事会（移動）［10月13日（日）・北見

市］の開催スケジュールに関する件

（三戸常任理事）

　10月13日（日）に開催する第５回理事会の開

催日程について承認決定。

⑵　受動喫煙防止対策における敷地内禁煙につい

て（三戸常任理事）

　来年１月１日より、当会館の敷地内禁煙とす

ることとし、各関係団体へ周知することを承認

決定。

６．道総医協関連事項（深澤副会長）

　第２回理事会（５/25）報告以降に開催された会

議について報告した。

７．閉　　会

第12回常任理事会

日　時　　令和元年８月27日（火）18：00～ 18：35

場　所　　北海道医師会館９階・理事会室

出席者　　長瀬会長、深澤・藤原・佐古各副会長、

北野・三戸・目黒・藤井・橋本・水谷・

山科・岡部・伊藤・生駒・笹本・荒木各

常任理事、藤瀬・篠島・外園各監事

（事務局：安達局長ほか11名）

協議事項

第１号　地域医療構想アドバイザーの推薦に関する

件（目黒常任理事）

　笹本常任理事、荒木常任理事の２名を推薦するこ

とと決定。

第２号　母体保護法指定医師の指定に関する件

（目黒常任理事）

　８月21日の審査委員会で指定可とされた、新規申

請者１名、再審申請者２名を指定医師とすることと

決定。

第３号　日本医師会認定産業医の認定申請に関する

件（生駒常任理事）

　認定要件を満たした新規申請者17名、更新申請者

38名を承認し、日医へ申請することと決定。

第４号　日本医師会認定健康スポーツ医の認定申請

に関する件（三戸常任理事）

　認定要件を満たした新規申請者２名、更新申請者

１名を承認し、日医へ申請することと決定。

第５号　日本医師会生涯教育講座等の認定に関する

件（櫻井常任理事）

　申請のあった日医生涯教育講座18件を承認するこ

とと決定。

第６号　その他

⑴　９月行事予定表に関する件（事務局）

報告事項

１．政経問題懇話会［８月24日（土）］について

（荒木常任理事）

　国立大学法人小樽商科大学・片桐教授を招聘し「高

齢期の住まい－地域包括ケアシステムのカナメ－」

というテーマで、高齢単身世帯・高齢貧困世帯が増

える中、高齢者の住まいを支える上での課題などに

ついて講演した。

２．外部各委員会報告

⑴　北海道医療対策協議会 第２回地域医療を担

う医師の確保に関する検討委員会及び第２回地

域枠医師キャリア形成支援検討委員会［８月９

日（金）］について（佐古副会長）

　座長には小職が指名され、医師確保計画の基

本的考え方、計画の骨子案について概ね承認さ
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れた。地域枠制度については、一部見直し案を

承認し今後も継続協議とした。

⑵　北海道医療対策協議会 第２回地域医療を担

う医師養成検討分科会［８月21日（水）］につ

いて（佐古副会長）

　座長には本別町長の高橋委員が指名され、上

記８月９日（金）の検討委員会から上程された

内容について承認された。

⑶　北海道医療審議会 第１回地域医療部会［８

月23日（金）］について（藤原副会長）

　地域医療支援病院名称承認の新規申請につい

て１件承認とした。また、継続審議となってい

た、救急医療に関わる実績不足の医療機関は、

昨年度要件を満たしたことが確認されたため、

引き続き地域医療支援病院と称する取り扱いと

した。さらに、条件を付して許可した案件の条

件履行状況については、医療法に基づく勧告は

行わず、引き続き条件履行状況を半年毎に確認

することとなった。

⑷　北海道医療審議会 第１回医療法人部会［８

月23日（金）］について（深澤副会長）

　社会医療法人の認定２件、医科診療所の医療

法人設立23件、医療法人の解散14件、医療法人

の合併４件、非医師等の理事長選出２件が上程

され、すべて承認された。

⑸　第21回北海道禁煙指導研究会第１回実行委員

会［８月21日（水）］について（三戸常任理事）

　委員長に、日本禁煙推進医師歯科医師連盟北

海道支部・長瀬支部長が就任した。「広げよう

禁煙の輪～禁煙困難例に挑む～」をテーマとし、

11月16日（土）14:00から当会館において開催

することを決定した。

３．その他

⑴　会員数について（目黒常任理事）

　令和元年７月31日現在の当会会員数は8,373

名で、内訳はＡ会員2,439名、B1会員612名、

B2会員4,716名、C1会員100名、C2会員127名、

C3会員379名となった。なお、日医会員数は

5,882名となっている。

　当会では、子育て中の医師などに対し、学習する機会を確保することにより、勤務継続や復職の支援を

行うことを目的に、下記基準を満たす研修会などにおいて託児サービスを併設した場合の費用として２万

円を上限に助成することといたしております。

　つきましては、該当の会議、研修会等がございましたら、当会事業第三課までご連絡くださいますよう

お願いいたします。

　　助成基準

１．対　象　　　⑴　当会会員が会長となって北海道内で開催する全国規模の医学会など

　　　　　　　　⑵　当会会員が会長となって開催する、医師を対象とした学術講演会など

　　　　　　　　⑶　その他、当会が認めたもの

　　　　　　　　　　【助成内容】託児室利用料、保育料、交通費

　　　　　　　　　　　　　　　（遊具・おやつ・おむつ等購入代は対象外）

２．期　間　　　2019年４月～ 2020年３月実施分

３．助成額　　　２万円を限度として実費を助成いたします。

　　　　　　　　※ただし、営利団体等の負担金がある場合は対象外とします。

４．申請方法　　領収書の写し等を添付の上、所定の用紙※によりご申請ください。

　　　　　　　　※下記連絡先までご請求願います。

≪連絡先≫　北海道医師会事業第三課

　　　　　　〒060-8627　札幌市中央区大通西６丁目

　　　　　　TEL 011-231-1726（直通） FAX 011-231-7272　E-mail:josei-dr-shien@m.doui.jp

研修会等への託児サービス併設費用の助成について


